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【はじめに】 

 竹本油脂はＳＣ剤やＷＤＧ剤の汎用分散剤としてニューカルゲンＰＳ－Ｐ（ナフタレンスルホン酸縮

合系），ニューカルゲンＷＧ－４（リグニン系）をラインナップしている。今回、特殊グレード分散剤とし

て開発したアグロサーフＷＧ－２３００について汎用分散剤との性能比較を行ったので、その優位性

を報告する。 

【試験方法】 

アグロサーフＷＧ－２３００及び汎用分散剤２種を用いてＳＣ剤を試作し、評価を行った。    

＜評価項目＞ 

・製剤安定性（製剤粘度、粒子成長率） 

【評価結果】 

評価項目  ニューカルゲンＰＳ－Ｐ処方  ニューカルゲンＷＧ－４処方  アグロサーフＷＧ－２３００処方  

初期外観  乳白色液体  褐色液体  乳白色液体  

製剤安定性（５４℃×７日 ）  

製剤粘度  

粒子成長率  

 

増粘  

６６％ 

 

変化なし 

１４％ 

 

変化なし 

５％ 

【評価処方】 

処方  比率  

除草剤原体（＊） ６０．０ 

分散剤  ４．０ 

ニューカルゲンＢＸ－Ｃ １．０ 

エチレングリコール ５．０ 

消泡剤  ０．１ 

水  ２４．９ 

２％キサンタンガム水溶液  ５．０ 

※融点：１５８－１５９℃ 、水溶解度：３７．４ｍｇ／Ｌ（２５℃） 

分散剤にアグロサーフＷＧ－２３００を使用することで良好な製剤安定性を示すことが確認された。 
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We developed Novel dispersant AGROSURF WG-2300. AGROSURF WG-2300 shows high 

dispersibil ity on SC and WDG formulation. An example shows, on high temperature storage , it 

could control the growth of particle size in SC than other dispersants.  
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